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～子供たちを中心にICT活用の可否について考えよう～
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自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部２年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Topics



Using Talkitt SD



iKeybo



借りたノートやメモ書きなどを簡単にスキャンできる
ハンディスキャナー



壁やテーブルがスマホの画面に！ タッチで動かすスマートプ
ロジェクター『Xperia Touch』



Chapter 1
求められる力



40 years gap



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 





Chapter 2
良いところを伸ばす



子ども達の良いところ 
って気づいてますか？



http://iphone-mania.jp/news-124948/

http://iphone-mania.jp/news-124948/


読み書きのできないダウン症の女性。 
ハンデを武器に「天職」で大活躍

http://whats.be/124718

http://whats.be/124718


http://jp.wsj.com/articles/SB10001424052702303702904579472530809527894

http://jp.wsj.com/articles/SB10001424052702303702904579472530809527894


http://www.afpbb.com/articles/-/3107633?pid=18466037

http://www.afpbb.com/articles/-/3107633?pid=18466037


リフレーミング 

一見弱みと思える事も 
本当は凄い強みだったりします



Chapter 3
苦手なところは任せる



子供たちは、先生が思ってい
るほど困っていないのかも…



自分で起きれへんしー🤗



自分で行けるわけないしー🤗



覚えられるわけないしー🤗



さっさと連絡しとかな忘れるしー🤗



じゅうぶん意味分かるし🤗



じゅうぶん意味分かるし🤗



はよー入力できるわ🤗



電卓って便利やわー🤗



記憶するの無理やしー🤗



見たい時すぐ見れるしー🤗



調べたらすぐ分かるしー🤗



先生方が、子供たちを
困らせているのかも…



Chapter 4
させたい事と したい事



はい いいえ

分かってくれへんし😭

はい・いいえだけで
聞き出して下さい。



分かってーな😭

うらやましい お腹がすいた

あごが痒いのかも・・



いつでも同じ方法でさせてーな😡

絵カード VOCA



難易度⇒高 
汎用性⇒高

難易度⇒低 
汎用性⇒低

出来へんって😞



数十分かかって
「テレビつけて！」と入力

十秒足らずで
「テレビつけて！」と表示

楽な方法でやらせて～な😡



やりたないしー😭



書けるようになるー？😨



分からへんって😔



Summary



大人の常識に子供達を引き込む←指導 

子供達の世界に大人が寄り添う←支援 



ICTの活用はちょっと 
面倒くさいし、不便やし、 
完璧やないかもしれへん 

でも 

出来ないよりもはるかに便利 

当事者の困りを分かりたいと思う



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


させたいことではなく 

やりたいこと 



Reference book











「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

